


















プ レ ナ ー シ ッ プ、social entrepreneurship）、
また、その推進者である社会企業家 (social 



















































コンセプト (Weerawardena & Mort, 2006) に
とどまり、また他の分野との境界はまだ不鮮明





意思形成過程のモデル (Mair & Noboa, 2006) や
プロセスよりも社会的課題を捉える際の要素





ビスや会社の導入に帰すると Mair & Noboa 
(2006) はプロセスモデルで示した。
　他方、企業家活動は長い歴史を持つにもかか
わず (Acs & Audretsch, 2004)、研究分野とし
ての企業家活動はわずか約40年の研究歴史し
かない (Nicolaou & Shane, 2011)。①機会の源
泉、②その機会の認知・評価・活用のプロセス、
③そのプロセスの推進者という論点を巡る企
業家活動の理論展開をベースにして (Shane & 
Venkataraman, 2000; Venkatarman, 1997)、社
会企業活動研究も機会の源泉 (Hockerts, 2006; 
Monllor, 2010)、機会の確認、評価などにも注











































と主張している BOP（Bottom of the Pyramid






















































決の理論 (Theory of Human Problem Solving)
では、問題は、人間が効果的に自らの環境で
機能できるように対応しないといけない特定
の 状 況 (D'zurilla & Goldfried, 1971)、 す ぐ に
利用できる効果的な対応策 (effective response 
alternative) がない厄介な状況 (a problematic 
situation) を 意 味 す る (Davis, 1966; Skinner, 
1953)。O'Leary （2005）は世界問題の研究で問
題を望まれるものと現実との間にギャップが生
じる状態として捉えることにより D'zurilla & 






とっては、状況が厄介でなくなる (D'zurilla & 
Goldfried, 1971)、または、そのギャップがなく



























し た (Blumer, 1971; Gusfield, 1991; Spector & 


























られるようになったら、その問題が社 問題へ変わると主張した (Blumer, 1971; 
Gusfield, 1991; Spector & Kitsuse, 1977; Best, 2010)。実際に、問題が社会的課題として捉
えられるか否かというのは、ある問題を緊急問題として定義する利害関係を持つクレ
































































































図 2	 課題に対する個人と社会の認識 
  個人 





































































　本研究は、社会企業活動の対象が B と C2で
あり、従って、社会企業活動における機会の認
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